
インテリア（デザイン）タイルへの取組



工事概要 ■国内2例目の滞在型タイムシェア・リゾート

工 事 名 称 ：沖縄瀬底プロジェクト ノースタワー 新築工事

計 画 地 ：沖縄県国頭郡本部町字瀬底名宜志原2118-1

発 注 者 ：森トラスト株式会社

設 計 ：橋本夕紀夫デザインスタジオ

工 期 ：2019年10月1日～2021年3月31日

客 室 数 ：全130室（キッチン･バス･リビング付部屋）

ノースタワー
(Ⅱ期工事:今回)

那覇空港から
車で90分

【長期滞在型】【短期旅行型】

サースタワー
(Ⅰ期工事)

瀬底大橋(全長762m)
1985年開通

離島でなくなる



テーマ選定の理由

まるで海の中にいるような演出である最大の目玉『サンゴタイル』

の施工に携われる喜び、そして、施工難易度の高さを感じながら、

コスト面も満足する成果を出したい。

天井
『サンゴ模様クロス』

キッチン壁
『サンゴタイル』

浴室正面壁
『サンゴタイル』

設計パース設計パース

設計コンセプト



現状の把握1 ■タイル選定経緯とメーカー【デザイン工房＋製作工場（窯元）】

形状 色調 色幅

海：サンゴ型 太陽：黄～オレンジ 波：グラデーション

【製作工場(窯元)】
岐阜県土岐市土岐津町土岐口

【デザイン担当】
東京都豊島区上池袋2-15-1

昨今の合理的かつ均一的な工業製品化した
タイルに対し、焼き物らしさと装飾にこだ
わった手作り（ハンドメイド）タイル工房
（都内唯一、国内最小メーカー）

Euclid社生産委託工場（デザインタイル専門）

完成品（出来上がりまで半年）

現場統一名称
『サンゴタイル』

形状寸法確認

目地幅確認



現状の把握2 ■コストの問題

47,850

2,000

8,000

12,150

サンゴタイル

ﾀｲﾙ代 張付・目地材 ﾀｲﾙ手間 工事経費

淡

中

濃

プレーン

淡

中

濃

グラデーション

特注（形状･色調･色幅）タイルであるため

通常のタイルより製作コストがかかる

330円/枚
×145枚/㎡

タイル代が
高い

小端面にも施釉
されている

6色ﾐｯｸｽであり
製作管理が大変

2度吹き施釉で
ｸﾞﾗﾃﾞｰｼｮﾝを演出

本来126枚/㎡
ロス率15%

特殊形状の為、金型製作
(莫大な)の費用がかかる

1枚1枚張る
(接着剤張)

合計 70,000円/㎡



問題②：カットに手間取る

問題①：1枚張りで労務費が高い

現状の把握3 ■労務の問題（始めてのタイル形状）

問題①

1枚張り（パターン張）

問題③

墨出し（難しい）

問題②

カット（入隅部）

2019年12月 モデルルーム施工

通常の場合

問題③：墨出しに手間取る

（1枚張りの為、墨の数が多くなる）

タイルが動く

パズルみたい



目標の設定 ■デザイン（意匠性）を大事にしながら、予算（コスト）を管理する

計画段階

70,000円/㎡
合計 4,620万

1

■タイル代を30％安く

コスト低減

①商流②物流③タイル製作④数量精査⑤労務の観点から

多角的にアプローチし、コスト低減と生産性向上を目指す

2

■労務費を30％安く
■効率化で工期を30％短縮

生産性向上

3

■利益（20％）+α％UP

利益の向上

目標金額

50,000円/㎡
合計 3,300万

28%減

名称 単位 数量 単価(円/㎡) 合計(円)

タイル張 ㎡ 660.0 70,000 46,200,000

タイル張 ㎡ 660.0 50,000 33,000,000

（積算）



物流（名古屋モザイク）センターに一旦ストック

→一括現場搬入（効率化）

変
更
前

変
更
後

対策の検討と実施1 ■商流・物流を見直す

改善前 改善後

ダンボール
サイズ変更

パレット
サイズ変更

パレット数 23 15

手作りでの生産の為
大量生産が出来ない

沖縄までの独自の物流
ルートがなく、かつ、
運搬費用が重荷

①沖縄向け週3の定期便があり、運賃を抑えられる

②虔山さんは付き合いが深く、安く購入できる

工場ヤードが狭く、
4パレットずつの出荷

仕入価格の交渉デザイン料(権利)の購入

デザインの本来の仕事
に集中したい

68枚/ｹｰｽ
(重量11㎏)

108枚/ｹｰｽ
(重量18㎏)

８ﾊﾟﾚｯﾄ削減

対策②：物流方法(運送コスト)の工夫対策①：窓口メーカー(商流)の変更

名古屋モザイクさんの協力が大きい

48ｹｰｽ/ﾊﾟﾚｯﾄ
(重量528㎏)

48ｹｰｽ/ﾊﾟﾚｯﾄ
(重量864㎏)

800×600サイズ 1100×1100サイズ



対策の検討と実施2

対策案 意匠 品質 コスト 現実性 点数 実施

① 小端施釉を無くす
(目地を詰めると見えない)

△ △ × △ 3 却下

② ミックス比率を変更する
(ﾌﾟﾚｰﾝ:ｸﾞﾗﾃﾞｰｼｮﾝ=7:3→8:2へ)

× ○ ◎ △ 6 却下

③
裏面『EUCLID』の
刻印を彫らない

○ ○ ◎ × 7 却下

④
施釉不良品を
カットタイルに使用

○ ○ ◎ ○ 9 実施

製作上小端にも施釉される

意匠変更はNG

ｸﾞﾗﾃﾞｰｼｮﾝの値段が高い

設計事務所却下

廃棄処分品の利用

評価基準：◎3点 〇2点 △1点 ×0点

トンネル窯の性質上
約5％発生

対策③：製作工場に行き、専門的意見を聞きながら対策を検討する

トンネル窯



対策の検討と実施3 ■積算（数量精査）～トリプルチェック

対策⑤：カットタイルへの転用を検討し
歩掛り（ロス率）を精査する

改善前
(枚/㎡)

改善後
(枚/㎡)

歩掛り 145.0 135.0

発注枚数 検査合格品 施釉不良品

89,100 84,600 4,500
通常廃棄

(9,000枚の価値)

全てタイプの図面を
作成し積算分析する

本来126枚/㎡
×ロス率15%

10枚削減
ロス率7%

対策⑥：施釉不良品をカットに使う

数量
（㎡）

必要数
(㎡/枚)

合計
（枚）

発注枚数 660.0 135.0 89,100

対策⑦：カットの残りを捨てない
【作業終了後、専用BOXに回収】

組合せを検証し、
施釉不良品を利用

トンネル窯の性質上
約5％発生

CAD図



改善前 改善後

1枚ずつ 最大7枚

対策の検討と実施4 ■作業効率化（生産性向上）

改善前 改善後

2㎡/人 5㎡/人

対策⑧：ユニット張りの考案
【張り手間と墨出しの省力化】

対策⑨：タイル当て板の考案
【固定してまとめて印をつける】

タイル当て板製作図面作成ユニット完成加工所打合せ

失敗を繰り返し
ようやく完成

ユニット単位で
墨出しできる

目地調整が不要

約2.5倍



効果の確認

47,850

33,075

2,000

2,000

8,000

3,200
1,500

12,150

10,225

改善前 改善後

ﾀｲﾙ代 張付・目地材 ﾀｲﾙ手間 ﾕﾆｯﾄ加工 工事経費

ﾕﾆｯﾄ張･当て板
作業効率向上

330円/枚
×145枚/㎡

245円/枚
×135枚/㎡

商流VE
物流VE

歩掛VE
転用VE

原価の26％

1

■タイル代30％→30.9％低減

コスト低減

2

■労務費30％→41.2％低減
■計画工期100日→実施40日

→60％低減

生産性向上

3

■利益20％→26％UP

利益の向上

70,000円/㎡

原価の21％

50,000円/㎡

28%減

計画段階

合計 4,620万

目標金額

合計 3,300万



タイルを捨てない
・回収BOXの利用

施工工具の工夫
・生産性向上を常に考え、
仕事に取り組む

物流方法の検討
・運賃含め最善ルートを
検証・追究

数量精査・分析
・トリプルチェック

標準化 ■活動から得た技術・知見 活動を振り返って

1

2

3

4

設計・メーカー・窯元・現場と全員の

協力があったからこそ、目標を達成でき

たと実感し、心から感謝しています。

1枚1枚に表情のあるサンゴタイルは、

訪れた人の心を豊かにしており、改めて

施工に携われたことを誇りに思います。



補足資料1 ■一緒に活動を支えてくれた方々

張り板製作 ユニット加工 タイル張手順

墨出し
(横3本、縦1本)

仮並べ
(割付確認)

カット加工
(当て板、転用)

切断加工

接着剤塗布
(ﾀｲﾌﾟⅠ)

タイル張

目地詰め

仕上り

タイルの手投入

ﾕﾆｯﾄ紙糊塗布

ﾕﾆｯﾄ紙張付

完成（乾燥）

3D切断機



補足資料2 ■コスト詳細推移

最終タイル代 69%

【33,075円/㎡】

商流VE

8%

物流VE

7%

歩掛VE

7%

転用VE

9%

コスト内訳 【当初47,850円/㎡】

最終タイル代 商流VE 物流VE 歩掛VE 転用VE

転用（施釉不良品）
ｰ9,000枚×330円=ｰ2,970,000円
ｰ2,970,000円/660㎡=ｰ4,500円/㎡

歩掛り
145枚/㎡→135枚/㎡

ｰ10枚×330円=ｰ3,300円/㎡

商流（仕入れ値交渉）
ｰ26円/枚×145枚/㎡=ｰ3,770円/㎡

物流（運搬）
ｰ2,115,300円/660㎡

=-3,205円/㎡



あれから3年



Euclidさんの活躍 ■ のためのオリジナルタイル製作

白石 晋氏 吉永美帆子氏

2022年11月開園

「ジブリの大倉庫」につくられた色鮮やかな美しいタイル張りの中央階段

「ジブリの大倉庫」のイメージ図（セル画）

『タイルと私』

粘土を練って焼くタイルは、色と形が自由自在に作れます。

機能だけではなく、意匠的にも万能なのです。建物を彩り、

形で視覚的に楽しませてくれるタイルこそが私自身の表現

です。私はタイルで人を幸せにしたいと思っています。



タイル工事におけるBIM活用 ■CAD（2次元）図面からBIM（3次元）図面へ

 完成 BIM パース

ー2019年9月 建築BIM推進会議ー

IoTやAIとの連携に
向けたプラットフォーム


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18

